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一　

序　

論

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
も
と
も
と
先
住
民
の
居
住
地
で
あ
っ
た
が
、
一
五
〇
〇
年
に
「
発
見
」
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
と
な
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
独
立
は
一
八
二
二
年
の
こ
と
で
、
当
初
は
帝
国
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
九
年
よ
り
共
和
国
と
な
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
歴
史
が
融
合
す
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
訴
訟
法
は
、
訴
訟
法
学
の
誕
生
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
立
法
お
よ
び
学
説
か
ら
最
も
際
立
っ
た
影
響
を
受
け
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
学
説
が
そ
の
他
の
国
々
に
注
意
を
向
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
外
国
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
民
法
に
お
い
て
も
民
事

訴
訟
法
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
学
説
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。

　

こ
の
状
況
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
次
第
に
変
化
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
訴
訟
法
は
ド
イ
ツ
お
よ
び
米
国
の
学
説
に
目
を
向
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
諸
外
国
の
比
較
法
に
対
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
法
学
者
の
注
目
が
段
階
的
に
発
展
し
た
こ
と
は
、
最
近
の
訴
訟
立
法
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
三
年
民
事
訴
訟
法
典
（
お
よ
び
一
九
九
〇
年
以
降
の
多
く
の
改
正
）
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
と
り
わ

け
二
〇
一
六
年
三
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
民
事
訴
訟
法
典
制
定
以
降
、
こ
の
よ
う
な
（
比
較
法
の
）
影
響
を
明
ら
か
に
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
本
講
演
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
訴
訟
制
度
の
様
々
な
点
が
、
諸
外
国
の
訴
訟
制
度
の
影
響
を
受
け
て
い
か
に
発

展
し
て
き
た
か
を
示
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
大
陸
法
の
中
間
に
あ
っ
て
、
か
つ
、
あ
る
意
味
、
日
本
や
韓
国
と

い
っ
た
国
々
の
制
度
と
近
い
訴
訟
制
度
を
有
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
法
の
基
礎
は
、
ロ
ー
マ
＝
ゲ
ル
マ
ン
法
に
あ

り
、
立
法
府
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
法
律
お
よ
び
法
典
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ら
を
規
範
的
基
礎
と
す
る
も
の
の
、
二
〇
世
紀
以
降
、
英

米
法
系
諸
国
の
影
響
を
受
け
、
コ
モ
ン
ロ
ー
固
有
の
い
く
つ
か
の
制
度
が
影
響
力
を
持
ち
始
め
て
い
る
。
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二　

新
民
事
訴
訟
法
典
の
総
則
部
（Parte geral

）
と
訴
訟
上
の
諸
原
則

　

新
法
典
は
、
そ
の
冒
頭
に
、
訴
訟
上
の
基
本
原
則
を
強
調
す
る
形
で
、
様
々
な
訴
訟
上
の
諸
原
則
を
明
確
か
つ
詳
細
に
述
べ
た

「
総
則
部
（parte geral

）」
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
原
則
の
中
で
は
、
対
審
原
則
・
双
方
審
尋
主
義
（contraditório

）、
司
法
判

決
の
理
由
づ
け
（fundam

entação das decisões judiciais

）、
協
働
（cooperação

）、
訴
訟
上
の
信
義
誠
実
、
当
事
者
に
よ
る
自
律

的
解
決
（autocom

posição
）
の
奨
励
お
よ
び
効
率
性
（eficiência

）
と
い
う
六
点
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1　

�

影
響
権
（direito de influência

）
お
よ
び
討
論
義
務
（dever de debate

）
と
し
て
の
対
審
原
則
―
―
協
働
原
則
、
信
義

誠
実
原
則
と
と
も
に
―
―

　

新
民
事
訴
訟
法
典
の
大
き
な
試
金
石
の
一
つ
は
、
対
審
、
協
働
お
よ
び
司
法
判
決
の
理
由
づ
け
と
い
っ
た
諸
原
則
の
概
念
的
変
更

を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
厳
密
に
は
立
法
者
の
専
断
的
作
業
に
よ
る
変
更
で
は
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
過
去
一
〇
年
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
学
説
は
、

現
代
の
対
審
が
、（
ロ
ー
マ
法
上
の
制
度
の
見
方
で
あ
っ
たaudiatur et altera pars

）
双
方
（
当
事
者
）
対
席
に
よ
る
審
問

（audiência bilateral

）
の
形
式
的
保
障
を
含
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
に
広
範
な
解
釈
を
有
す
べ
き
こ
と
を
す
で
に
肯
定
し

て
い
た
。
現
代
訴
訟
法
で
は
、
対
審
と
は
審
問
請
求
権
（A

nspruch auf rechtliches G
ehör

ま
た
はright to a fair hearing

）
で

あ
り
、
最
終
結
果
に
効
果
的
に
影
響
を
与
え
る
権
利
（direito de influir
）
で
あ
っ
て
、
司
法
判
決
の
形
成
の
条
件
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
一
〇
年
以
上
に
わ
た
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
学
説
の
主
張
が
明
文
規
定
と
し
て
結
実
し
た
も
の
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟

法
典
七
条
、
九
条
お
よ
び
一
〇
条
で
あ
る（

（
（

。



30

法学研究 93 巻 5 号（2020：5）
　

こ
こ
で
は
、
公
法
に
お
け
る
熟
議
民
主
主
義
（dem

ocracia deliberativa

）
に
関
す
る
理
論
の
訴
訟
法
へ
の
投
影
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
は
、
国
家
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
規
範
に
従
う
だ
け
の
言
い
な
り
に
な
る
家
臣
で
は
な
く
、
そ
の
形
成
の

参
加
者
で
あ
り
、
判
決
規
範
の
共
同
製
造
者
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
司
法
訴
訟
が
、
そ
こ
で
（
裁
判
権
と
い
う
）
国
家
権

力
の
一
部
が
行
使
さ
れ
る
場
所
（locus

）
で
も
あ
る
な
ら
ば
、
訴
訟
当
事
者
の
参
加
が
、
最
終
結
果
に
寄
与
す
べ
く
、
多
元
主
義
で
、

包
含
的
か
つ
効
果
的
（pluralista, inclusiva e efetiva

）
で
あ
る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
ま
た
展
開
さ
れ
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（
（

。

　
（
影
響
と
し
て
の
）
現
代
的
対
審
の
概
念
は
、
伝
統
的
に
除
外
さ
れ
、
訴
訟
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
当
事
者
が
、
活
動
の
新
た
な
選

択
肢
を
獲
得
す
る
こ
と
に
関
係
す
る
。
対
審
原
則
は
、
そ
の
本
流
の
意
味
に
お
い
て
、
訴
訟
の
当
事
者
間
の
議
論
（discussão

）
か

ら
財
産
的
効
果
を
受
け
得
る
者
ら
の
参
加
の
み
が
許
容
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
訴
え
の
利
益
お
よ
び
法
律
上
の
利
益
と
し
て
制
度

上
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
第
三
者
の
介
入
の
た
め
の
前
提
と
し
て
、
同
人
の
法
律
関
係
が
当
該
事
件
の
判
決

に
よ
り
影
響
を
受
け
得
る
こ
と
を
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
今
日
、
影
響
権
と
し
て
の
対
審
原
則
概
念
の

範
囲
内
で
、「
利
害
関
係
の
な
い
」（「
法
律
上
の
利
益
」
を
証
明
す
る
必
要
が
な
い
）、
ま
た
は
、
純
粋
に
経
済
的
も
し
く
は
知
的
利
益

（
教
授
、
研
究
者
）
を
有
す
る
一
定
の
者
の
参
加
を
認
容
し
得
る
。
世
界
的
な
例
と
し
て
、
ア
ミ
カ
ス
・
キ
ュ
リ
エ
（am

icus curiae

）

と
い
う
制
度
が
存
在
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
で
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
今
日
、
あ
ら
ゆ
る
民
事
訴
訟
の
た

め
の
一
般
規
定
と
な
っ
た
（
新
民
事
訴
訟
法
典
一
三
八
条
）。

　

他
方
で
、
新
民
事
訴
訟
法
典
で
定
め
ら
れ
た
対
審
は
、
影
響
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
つ
ま
り
、
情
報
に
対
す
る
権

利
（direito de inform

ação

）
や
表
出
す
る
権
利
（direito de expressão

）
を
保
障
す
る
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
裁
判
官
の
終
局

判
決
が
当
事
者
の
意
思
表
示
お
よ
び
主
張
に
よ
っ
て
真
に
制
約
さ
れ
影
響
を
受
け
る
も
の
と
な
る
よ
う
保
障
す
る
。
こ
れ
は
熟
慮
権

（direito de consideração

）
の
こ
と
で
あ
り
、
裁
判
官
に
対
し
て
、
当
事
者
と
対
話
す
る
義
務
、
お
よ
び
、
彼
ら
の
主
張
を
、
た
と

え
そ
れ
を
排
斥
す
る
場
合
で
も
、
終
局
判
決
に
お
い
て
考
慮
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ド
イ
ツ
民
事
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訴
訟
法
典
Ｚ
Ｐ
Ｏ
一
三
九
条
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
典
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
七
二
条
）
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
（
民
事
訴
訟
法
典
一
六
条
）
の
法
制

度
が
先
駆
的
に
す
で
に
規
定
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
い
わ
ゆ
る
不
意
打
ち
判
決
（decisões-surpresa

）
は
明
文
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
（
一
〇
条
）。

　

訴
訟
当
事
者
間
の
相
互
作
用
の
方
法
を
広
げ
る
と
い
う
同
一
趣
旨
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟
法
典
は
、
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、

裁
判
官
に
も
（tam

bém
 para o juiz

）
義
務
を
課
す
、
協
働
原
則
お
よ
び
訴
訟
上
の
信
義
誠
実
原
則
を
承
認
し
た
（
五
条
お
よ
び
六

条
）。
協
働
原
則
お
よ
び
信
義
誠
実
原
則
か
ら
引
き
出
さ
れ
得
る
裁
判
官
の
義
務
と
し
て
、
学
説
で
は
、
積
極
的
参
加
（
そ
の
他
の
当

事
者
と
の
（
口
頭
）
弁
論
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
）、
支
援
（auxílio

）、
説
明
（esclarecim

ento

）、（
形
式
的
瑕
疵
の
）
予
防

（prevenção

）
等
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

2　

�

司
法
判
決
の
理
由
づ
け
（fundam

entação das decisões judiciais

）
の
原
則
に
関
す
る
新
し
い
形
式
―
―
裁
判
官
の
正

当
化
（justificação

）
に
関
す
る
強
度
の
増
加
―
―

　

影
響
と
し
て
の
対
審
を
行
う
と
と
も
に
、
裁
判
官
が
判
決
に
お
い
て
適
切
に
当
事
者
の
主
張
を
考
慮
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め

に
、
新
民
事
訴
訟
法
典
で
は
、
司
法
判
決
の
理
由
づ
け
（fundam

entação das decisões judiciais

）
の
義
務
を
強
化
し
た
。

　

四
八
九
条
一
項
は
、
判
決
の
理
由
づ
け
が
適
切
で
な
い
と
さ
れ
る
一
連
の
ケ
ー
ス
を
列
挙
す
る
が
、
こ
れ
は
対
審
原
則
と
密
接
に

関
連
す
る
非
常
に
重
要
な
規
範
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
判
決
は
全
て
十
分
な
理
由
づ
け
が
な
い
と
さ
れ
る
。
一
号
―
事
案
ま
た
は
決

定
さ
れ
た
問
題
と
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
規
範
の
指
摘
、
再
録
ま
た
は
言
い
換
え
に
と
ど
ま
る
場
合
、
二
号
―
そ
れ
が
本

事
案
に
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
の
具
体
的
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
不
確
定
な
法
概
念
を
用
い
る
場
合
、
三
号
―
あ
ら
ゆ

る
他
の
判
決
を
正
当
化
す
る
の
に
役
立
つ
理
由
を
援
用
す
る
場
合
、
四
号
―
裁
判
官
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
結
論
を
理
論
的
に
は
無
効

に
し
得
る
、
訴
訟
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
た
全
て
の
論
拠
を
正
面
か
ら
捉
え
て
い
な
い
場
合
、
五
号
―
そ
の
決
定
的
根
拠
を
特
定
す
る
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こ
と
な
く
、
ま
た
、
判
決
の
事
案
が
そ
の
根
拠
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
も
な
く
、
先
例
ま
た
は
判
例
要
旨
〔
ス
ム
ラ
〕

の
表
明
（enunciado de súm

ula

）
を
援
用
す
る
に
と
ど
ま
る
場
合
、
六
号
―
判
決
の
事
案
に
お
け
る
区
別
の
存
在
や
判
例
変
更
を

証
明
す
る
こ
と
な
く
、
当
事
者
に
よ
り
援
用
さ
れ
た
判
例
要
旨
〔
ス
ム
ラ
〕
の
表
明
、
判
例
ま
た
は
先
例
に
配
慮
し
な
い
場
合
。
こ

れ
ら
の
う
ち
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
は
四
号
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
法
律
は
、
裁
判
官
が
そ
の
結
論
を
理
論
的
に
は
無
効
に

し
得
る
全
て
の
論
拠
を
検
証
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

　

ま
た
さ
ら
に
、
上
訴
の
規
律
に
お
い
て
、
民
事
訴
訟
法
典
は
、
い
く
つ
か
の
論
拠
に
関
す
る
齟
齬
・
矛
盾
、
判
断
遺
脱

（om
issas

）
の
あ
る
判
決
、
ま
た
は
、
完
全
か
つ
明
確
に
争
点
を
明
示
し
て
い
な
い
判
決
を
説
明
す
る
よ
う
裁
判
所
に
請
求
す
る
た

め
の
特
別
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
定
め
た
。
い
わ
ゆ
る
「
解
明
申
立
て
（em

bargos de declaração

）」
と
い
う
上
訴
の
こ
と
で
あ
る

（
一
〇
二
二
条
）。
新
民
事
訴
訟
法
典
は
、
当
事
者
の
全
て
の
主
張
に
取
り
組
む
こ
と
で
理
由
づ
け
を
行
う
義
務
を
尊
重
す
る
こ
と
に

よ
り
、
四
八
九
条
一
項
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
判
決
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
結
論
を
正
確
に
正
当
化
し
て
い
な
い
判
決
を
判
断
遺
脱
と

み
な
す
（presum

em
-se om

issas

）
こ
と
を
肯
定
す
る
（
一
〇
二
二
条
補
項
）。

3　

�

効
率
性
原
則
と
裁
判
官
の
事
件
管
理
（case m

anagem
ent judicial

）
―
―
訴
訟
手
続
の
管
理
お
よ
び
組
織
に
関
す
る
権

限
―
―

　

民
事
訴
訟
法
典
の
新
た
な
総
則
部
に
明
文
化
さ
れ
た
原
則
の
一
つ
と
し
て
、
効
率
性
原
則
が
あ
る
（
八
条
）。
効
率
性
は
、
コ
ス

ト
削
減
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
判
決
を
出
す
た
め
に
、
物
的
人
的
資
源
の
活
用
の
最
適
化
を
要
請
す
る
。

　

訴
訟
の
効
率
性
を
実
践
す
る
た
め
、
法
典
は
、
い
わ
ゆ
る
裁
判
官
の
事
件
管
理
（case m

anagem
ent judicial

）
を
承
認
す
る
こ

と
に
よ
り
、
訴
訟
手
続
の
諸
方
式
を
管
理
す
る
た
め
の
無
制
限
の
権
限
を
裁
判
官
に
付
与
す
る
。
新
法
典
は
、
証
拠
提
出
命
令

（ordem
 de produção das provas

）
に
つ
い
て
、
手
続
上
の
期
限
の
延
長
や
変
更
に
つ
き
柔
軟
な
対
応
を
許
容
し
（
一
三
九
条
六
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号
）、
ま
た
、
訴
訟
行
為
の
無
効
を
理
由
と
す
る
判
決
を
減
ら
す
こ
と
を
裁
判
官
に
許
容
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
本
案
（m

érito

）

（
訴
訟
物
（objeto do processo

）
ま
た
はStreitgegenstand

）
の
解
決
を
優
先
し
、
か
つ
、
純
粋
に
形
式
的
理
由
に
よ
る
訴
訟
の
却

下
を
回
避
し
、（
手
続
的
）
瑕
疵
を
補
正
す
る
機
会
を
当
事
者
に
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
四
条
、
三
一
七
条
、
三
五
二
条
、
四

八
八
条
等
）。

　

こ
の
他
、
裁
判
官
が
、
立
証
責
任
を
転
換
し
、
議
論
さ
れ
決
定
さ
れ
る
べ
き
事
実
的
お
よ
び
法
的
問
題
を
制
限
し
、
ま
た
、
訴
訟

行
為
の
実
施
の
た
め
の
日
程
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、（
当
事
者
と
の
口
頭
に
よ
る
も
の
も
含
め
）
訴
訟
手
続
の
組
織
の
た
め

の
諸
権
限
が
明
文
化
さ
れ
た
。

三　

拘
束
性
を
有
す
る
先
例
（Precedentes judiciais

）
―
―
大
陸
法
と
コ
モ
ン
ロ
ー
の
あ
い
だ
―
―

　

新
民
事
訴
訟
法
典
の
構
造
に
関
す
る
大
き
な
支
柱
の
一
つ
は
、
拘
束
的
先
例
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
＝
ゲ
ル
マ

ン
法
系
の
制
度
で
は
、
先
例
（precedentes

）
の
効
力
は
、
判
例
（jurisprudência

）
に
対
し
て
常
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
同
一
で

は
な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
新
民
事
訴
訟
法
典
以
降
、
先
例
は
規
範
（
ま
た
は
法
源
）
と
な
り
、
裁
判
官
お
よ
び
下
級
審
を
拘
束
す
る
。
裁
判
官

は
、
独
立
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
理
由
に
納
得
が
い
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
先
例
を
適
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
的
安
定
性
は
、
諸
規
範
に
関
す
る
最
大
限
の
予
見
可
能
性
お
よ
び
確
定
可
能
性
を
要
請
す
る（

（
（

。
先
例
が
規
範
で
あ
り
、
事
案
に
関

係
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
に
よ
り
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
官
が
、
独
立
で
あ
る
た
め
に
、（
立
法
府
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
）
形
式
的
な
意
味
に
お
け

る
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
か
ら
距
離
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
拘
束
的
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先
例
の
導
入
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
律
家
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
＝
ゲ
ル
マ
ン
法
系
に
近
接
す
る
概
念
以
外
に
つ
い
て
も
習
得
し
活
用
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
、
先
例
は
、
司
法
判
決
と
同
等
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
先
例
と
は
、
具
体
的

0

0

0

事
案
（caso concreto

）
か

ら
抽
出
さ
れ
た
一
般
的

0

0

0

規
範
（norm

a geral

）
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
判
決
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
司
法
判
決
に
お
い
て
、

拘
束
的
と
な
る
の
は
、
主
論
の
判
決
理
由
〔
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
〕（ratio decidendi

）、
す
な
わ
ち
、
判
決
の
結
論
に
と
っ

て
必
要
か
つ
十
分
な
規
範
的
根
拠
の
み
で
あ
っ
て
、（
傍
論
の
オ
ビ
タ
・
デ
ィ
ク
タ
ム
を
含
む
）
判
決
文
で
は
な
い
。
先
例
は
理
由
づ

け
（fundam

entação
）
の
中
に
あ
る
。
主
論
の
判
決
理
由
〔
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
〕（ratio decidendi

）
は
一
般
化
可
能
で
あ

る
べ
き
で
、
言
い
換
え
れ
ば
、
一
般
的
規
範
で
あ
る
ゆ
え
に
、
そ
の
他
の
事
案
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
適
性
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
（
（

。

　

他
方
で
、
理
由
づ
け
（fundam

entação

）
の
中
に
あ
る
も
の
全
て
が
、
主
論
の
判
決
理
由
〔
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
〕（ratio 

decidendi

）
で
は
な
い
。
傍
論
の
注
釈
、
意
見
、
全
て
が
理
由
づ
け
（fundam

entação

）
の
中
に
あ
る
が
、
最
終
的
結
果
の
た
め
の

決
定
的
根
拠
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
傍
論
〔
オ
ビ
タ
・
デ
ィ
ク
タ
ム
〕（obiter dicta

）
で
あ
る
。
傍
論
〔
オ
ビ
タ
・
デ
ィ
ク
タ
ム
〕

（obiter dicta

）
と
は
、
ま
さ
に
「
傍
論
（dito lateral
）」
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
補
強
す
る
議
論
・
理
由
で
あ
る
が
、
最
終
的

結
論
の
た
め
に
十
分
ま
た
は
必
要
で
は
な
い
。
傍
論
〔
オ
ビ
タ
・
デ
ィ
ク
タ
ム
〕（obiter dicta

）
は
、
先
例
で
は
あ
り
得
ず
、
ま
た
、

先
例
が
有
し
得
る
何
ら
の
効
果
も
有
さ
ず
、
ゆ
え
に
裁
判
官
や
裁
判
所
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
律
家
は
、
今
日
、
そ
れ
ら
の
概
念
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
事
柄
が
文
化
的
再
適
合
を
要
求
す
る
と
し
て
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
拘
束
的
先
例
の
導
入
は
、
国
内

法
伝
統
に
と
っ
て
完
全
に
異
質
の
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、（
大
陸
法
系
諸
国
の
裁
判
官
は
先
例
で
は
な
く
法
律
の
み
に
従

う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
）
外
国
法
制
度
の
不
適
当
な
輸
入
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
得
え
な
い
。
反
対
に
、
先
例
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お
よ
び
判
例
を
強
化
す
る
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
傾
向
の
成
果
で
あ
り
、
帝
国
立
法
の
時
代
か
ら
、
共
和
政
初
期
お
よ
び
二
〇
世
紀

の
各
訴
訟
法
改
正
を
通
じ
て
、
こ
の
方
向
性
の
規
範
が
存
在
す
る
。

　

過
去
一
〇
年
間
、
先
例
に
関
す
る
テ
ー
マ
は
、
恐
喝
ま
が
い
や
濫
用
的
な
係
争
を
減
少
さ
せ
、
ま
た
、
制
度
の
一
貫
性
お
よ
び

（
裁
判
所
を
利
用
す
る
）
市
民
間
の
平
等
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
に
さ
ら
な
る
合
理
性
お
よ
び
予
見
可
能
性
を
付
与
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
流
行
り
の
議
論
に
回
帰
し
た（

（
（

。

　

新
民
事
訴
訟
法
典
に
お
い
て
、
先
例
制
度
の
中
心
的
規
定
は
、
九
二
六
条
お
よ
び
九
二
七
条
で
あ
る
。

　

九
二
七
条
は
、
拘
束
的
先
例
の
リ
ス
ト
を
含
む
。
そ
し
て
九
二
六
条
は
、
出
さ
れ
る
判
例
に
つ
い
て
、
安
定
性
、
一
体
性
お
よ
び

一
貫
性
を
付
与
す
べ
き
裁
判
所
の
義
務
を
定
め
る
。（
頻
繁
に
変
更
し
な
い
よ
う
に
）
確
立
さ
れ
た
理
解
の
恒
常
性
、
並
び
に
、
制
度

そ
れ
自
体
の
安
定
性
に
関
す
る
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
裁
判
官
お
よ
び
裁
判
所
が
規
範
を
解
釈
し
適
用
す
る
場
合
、
法

制
度
が
判
決
の
カ
オ
ス
的
蓄
積
で
は
な
く
、
統
一
的
に
適
用
さ
れ
た
論
理
的
か
つ
一
貫
し
た
総
体
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
点
に

お
け
る
協
働
が
組
織
的
な
一
貫
性
の
た
め
に
必
要
と
な
る（

（1
（

。

　

九
二
七
条
に
お
い
て
、
新
民
事
訴
訟
法
典
は
、
先
例
の
非
適
用
の
諸
形
式
も
ま
た
定
め
て
い
る
。
判
決
の
理
由
づ
け
の
中
に
明
文

で
含
む
べ
き
区
別
（distinção

）
お
よ
び
先
例
変
更
（superação

）
の
こ
と
で
あ
る
（
四
八
九
条
一
項
五
号
お
よ
び
六
号
）。
裁
判
官
は
、

そ
れ
ゆ
え
、
先
例
を
適
用
し
な
い
理
由
を
正
当
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

区
別
（distinguishing

）
は
、
規
範
の
射
程
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
は
、
主
論
の
判
決
理
由
〔
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ

ン
ダ
イ
〕（ratio decidendi

）
の
形
成
に
導
い
た
事
実
的
お
よ
び
法
的
諸
状
況
が
、（
現
在
審
理
し
て
い
る
）
事
案
と
同
一
で
な
い
こ

と
を
検
証
し
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
事
案
の
諸
状
況
が
、
規
範
の
射
程
か
ら
外
れ
て
い
る
場
合
、
裁
判
官
は
先
例
を
適
用
し
な
い
が
、

当
該
先
例
は
法
規
範
と
し
て
効
力
を
有
し
続
け
、
そ
の
他
の
事
案
に
お
い
て
適
用
さ
れ
得
る
。

　

ま
た
、
先
例
の
変
更
（overruling

）
は
、
停
滞
や
硬
直
化
し
得
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
法
規
範
に
お
い
て
当
然
の
も
の
で
あ
り
、
新
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た
な
社
会
的
要
請
に
照
ら
し
法
の
発
展
が
必
要
で
あ
る
限
り
、（
新
し
い
社
会
の
必
要
性
に
）
適
合
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
例
の
変
更
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
主
論
の
判
決
理
由
〔
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
〕（ratio decidendi

）
を
別
の
も
の
に
入
れ
替

え
る
。
区
別
（distinção

）
と
異
な
り
、
変
更
（superação

）
は
、
歳
月
に
伴
う
規
範
の
継
承
と
い
う
現
象
で
あ
り
、
あ
る
法
規
範

を
取
り
除
き
、
新
た
な
規
範
に
入
れ
替
え
る
の
で
、
従
前
の
規
範
を
設
定
し
た
同
一
裁
判
所
か
上
級
裁
判
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
法
典
は
ま
た
、
変
更
の
諸
場
合
に
お
け
る
法
的
安
定
性
に
配
慮
し
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
例
え
ば
変
更
の
諸
効
果
を
調
整

す
る
た
め
な
ど
、
経
過
規
則
を
策
定
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
（
九
二
七
条
に
定
め
る
と
お
り
、prospective overruling

ま
た
は
将
来
に

向
か
っ
て
効
力
を
有
す
る
判
決
）。

　

最
後
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
民
事
訴
訟
法
典
は
、
先
例
の
利
用
を
強
化
す
る
様
々
な
規
範
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
が
適

切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
原
告
が
裁
判
所
に
お
い
て
訴
訟
提
起
し
、
先
例
に
反
す
る
主
張
を
行
う
場
合
、
請
求
の
棄
却
が
定
め
ら
れ
て

い
る
（
三
三
二
条
）。
反
対
に
、
主
張
が
拘
束
的
先
例
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
、
裁
判
官
は
、
訴
訟
手
続
を
継
続
す
る
の
み
な
ら
ず
、

訴
訟
手
続
の
最
初
の
段
階
で
す
で
に
、
原
告
の
主
張
と
証
拠
に
基
づ
く
暫
定
的
救
済
を
付
与
し
（
三
一
一
条
二
号
）、
当
該
救
済
は
す

ぐ
に
執
行
さ
れ
得
る
。
さ
ら
に
、
上
訴
の
場
面
に
お
い
て
、
法
律
は
、
拘
束
的
先
例
と
合
致
す
る
判
決
に
異
議
を
唱
え
よ
う
と
す
る

上
訴
の
手
続
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
主
張
に
有
利
な
先
例
と
と
も
に
上
訴
す
る
訴
訟
当
事
者
の
訴
訟
活
動
を
容
易
に
し
勝

訴
の
公
算
を
高
め
る
こ
と
も
強
調
す
る
に
値
す
る
（
九
三
二
条
）。

四　

訴
訟
契
約
―
―
当
事
者
に
よ
り
交
渉
さ
れ
た
訴
訟
手
続
―
―

　

新
し
い
ブ
ラ
ジ
ル
民
事
訴
訟
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
支
柱
と
し
て
、
訴
訟
契
約
が
あ
る
。
当
事
者
が
、
契
約
に
お
い
て
、
実
体
法

に
関
す
る
規
定
に
加
え
、
将
来
の
紛
争
の
発
生
に
備
え
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
合
意
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
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（
裁
判
期
日
の
）
呼
出
し
（citação

）
は
Ｅ
メ
ー
ル
やw

hatsapp

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
そ
の
他
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
で
行
う
と
か
、
証
人
の
人
数
は
各
当
事
者
二
人
ま
で
と
し
て
、
彼
ら
の
聞
き
取
り
調
査
は
書
面
に
記
録
す
る
と
か
、

鑑
定
人
を
選
任
す
る
と
か
、
法
律
規
定
に
関
係
な
く
訴
訟
費
用
は
折
半
に
す
る
と
か
、
一
切
の
上
訴
を
放
棄
す
る
と
か
、
さ
ら
に
は

（
暫
定
執
行
を
除
き
）
終
局
判
決
の
既
判
力
発
生
に
執
行
を
条
件
づ
け
る
、
ま
た
は
、
二
年
間
は
執
行
手
続
を
行
わ
な
い
（
執
行
制
限

合
意pactum

 de non exequendo

）
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
合
意
が
訴
訟
契
約
で
あ
り
、
当
事
者
は
、
そ
の
意
思
に
よ
り
、
訴
訟
手
続
を
形
作
り
、
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

し
か
し
、
訴
訟
契
約
は
、
現
代
訴
訟
法
に
と
っ
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
す
で
に
様
々
な
諸
外
国
の
法
制
度
に
お
い

て
長
い
間
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
当
事
者
が
、
期
間
の
拡
張
、
訴
訟
の
停
止
、
管
轄
裁
判
所
の
選
択
、
立
証
責
任
の
変
更

等
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
規
定
は
非
常
に
あ
り
ふ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
訴
訟
契
約
は
制
定
法
上
の
も
の
に
限
定
さ
れ
な
い
。
契
約
実
務
（praxis contratual

）
に
お
い
て
も
、
豊
富
な
事
例
が

あ
る
。
管
轄
裁
判
所
決
定
合
意
（pactum

 de foro prorogando

）
は
、
契
約
条
項
と
し
て
非
常
に
頻
繁
に
挿
入
さ
れ
る
訴
訟
契
約
で

あ
る
。
仲
裁
条
項
（cláusula com

prom
issória arbitral

）
も
ま
た
、
当
事
者
が
（
現
実
の
ま
た
は
潜
在
的
な
）
紛
争
に
つ
い
て
国
家

が
有
す
る
裁
判
権
を
放
棄
し
て
、
仲
裁
人
の
評
価
に
委
ね
る
こ
と
を
合
意
す
る
訴
訟
契
約
で
あ
る（

（1
（

。

　

各
種
制
定
法
に
明
記
さ
れ
、
ま
た
、
契
約
実
務
で
は
あ
り
ふ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
訴
訟
契
約
に
関
す
る
法
理
論
的
取
扱
い

は
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
非
常
に
稀
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
簡
単
に
検
証
可
能
で
あ
る
。
歴
史
的
に
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、「
合
意
に

基
づ
く
手
続
（processo convencional

）」
の
発
展
を
抑
制
す
る
前
提
条
件
を
決
定
づ
け
た
、
手
続
の
公
化
主
義
（publicism

o 

processual

）
の
勝
利
に
よ
り
抑
圧
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

訴
訟
法
律
関
係
に
お
け
る
国
家
（
裁
判
官
）
の
存
在
を
前
に
し
て
、
公
化
主
義
の
擁
護
者
ら
は
、
訴
訟
契
約
と
し
て
知
ら
れ
る
最

古
の
形
式
の
一
つ
で
あ
る
、
訴
答
（litiscontestatio

）
に
結
び
付
け
ら
れ
た
、
私
化
主
義
的
・
任
意
訴
訟
的
性
質
を
有
す
る
ロ
ー
マ
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の
訴
訟
に
対
し
て
そ
の
批
判
を
向
け
た
。
私
化
主
義
か
ら
距
離
を
置
く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
契
約
を
、
ロ
ー
マ
の
訴
答

（litiscontestatio

）
に
関
連
付
け
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
が
、
訴
訟
に
お
け
る
合
意
主
義
の
禁
止
の
方
向
で
あ
る
。
訴

訟
法
が
公
法
領
域
で
あ
っ
た
な
ら
、
訴
訟
の
方
向
性
の
決
定
に
お
け
る
主
役
的
役
割
を
当
事
者
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、

裁
判
官
が
私
人
の
意
思
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

さ
ら
に
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
通
常
訴
訟
は
、
裁
判
所
に
お
け
る
紛
争
解
決
に
適
切
な
形
式
で
あ
り
、
ま
た
、
訴
訟
規
範
の
法
源

は
、
法
律
の
み
で
あ
っ
て
、
法
律
行
為
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
信
念
に
導
い
た
、「
法
典
化
期
」
に
固
有
の
、
立
法
者
の
高
揚
も

強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
最
近
は
大
き
く
状
況
が
変
わ
っ
た
。
我
々
は
、
公
化
主
義
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
を
、
私
化
主
義
・
任
意
訴
訟
へ
の
回
帰
に

帰
着
す
る
こ
と
な
く
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
、
公
益
と
私
益
の
和
解
と
と
も
に
、
法
律
と
法
律
行
為
の
協
調
と
い
う
名

の
下
の
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て
、
当
事
者
と
裁
判
官
、
国
家
と
個
人
の
間
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
制

定
法
ル
ー
ル
と
合
意
ル
ー
ル
は
相
互
に
排
斥
す
る
の
で
は
な
く
、
訴
訟
手
続
の
規
律
に
お
い
て
一
体
化
す
る
。
訴
訟
上
の
合
意
は
、

法
律
に
従
っ
て
（secundum

 legem

）
作
動
す
る
の
で
あ
り
、
法
律
に
反
対
し
て
（contra legem

）
作
動
す
る
の
で
は
な
い
。

　

他
方
で
、
訴
訟
契
約
の
意
思
の
段
階
的
復
権
も
見
出
さ
れ
る
。
訴
訟
契
約
が
意
思
的
行
為
で
あ
る
と
構
想
す
る
こ
と
は
、
当
該
意

思
が
、
行
為
を
行
う
か
行
わ
な
い
か
の
選
択
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
法
的
効
果
の
形
成
に
お
い
て
も
、
作
用
し
得
る
か
ど
う

か
ま
た
ど
の
よ
う
に
作
用
し
得
る
か
の
調
査
を
少
し
ず
つ
許
容
し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
私
法
と
い
う
枠
組

み
に
お
け
る
訴
訟
法
の
自
治
の
放
棄
に
対
応
し
な
い
し
、
訴
訟
の
私
化
主
義
的
概
念
へ
の
回
帰
に
も
対
応
し
な
い
。

　

さ
ら
に
、
訴
訟
契
約
の
実
務
に
と
っ
て
厳
格
で
不
変
の
手
続
方
式
（form

alidades

）
を
伴
う
、
国
家
の
訴
訟
手
続
の
非
効
率
性

は
、
柔
軟
性
お
よ
び
順
応
性
の
段
階
的
模
索
を
招
い
た
こ
と
も
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
こ
の
動
き
は
、

い
わ
ゆ
る
「
差
別
化
さ
れ
た
救
済
（tutela

）」
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
実
体
法
の
側
面
で
特
異
性
を
有
す
る
係
争
に
対
し
て
、
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柔
軟
性
の
な
い
通
常
訴
訟
で
は
提
供
し
得
な
い
、
裁
判
上
の
救
済
に
関
し
最
大
限
の
効
率
性
を
提
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
技
術
で

あ
っ
て
、
特
別
な
手
続
の
急
増
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
手
続
は
、
立
法
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
も
ま

た
厳
格
で
不
変
の
形
式
を
有
し
て
お
り
、
当
事
者
は
結
果
的
に
も
う
一
つ
の
規
則
の
総
体
に
「
附
合
す
る
（aderir

）」
だ
け
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
も
う
一
つ
の
規
則
の
総
体
は
一
般
訴
訟
手
続
よ
り
効
率
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
立
法
者
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
も
の
以
外
に
適
合
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
学
説
お
よ
び
判
例
が
、
事
案
ご
と
の
特
殊
性
に
向
け
ら
れ
た
、
訴
訟
形
式

の
さ
ら
な
る
柔
軟
化
が
存
在
す
る
可
能
性
を
主
張
し
始
め
た
の
は
ま
だ
か
な
り
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟

性
が
裁
判
官
に
よ
っ
て
一
方
的
に
確
定
さ
れ
る
場
合
（
事
件
管
理case m

anagem
ent

）、
そ
れ
は
合
意
を
通
じ
て
当
事
者
に
よ
っ
て

も
行
わ
れ
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
当
該
観
念
的
変
更
（
公
化
主
義
と
私
化
主
義
の
バ
ラ
ン
ス
、
訴
訟
手
続
の
柔
軟
性
お
よ
び
順
応
性
の
模
索
、
訴
訟
契
約
の
諸
効
果

の
確
定
に
お
け
る
意
思
の
解
放
）
が
、
訴
訟
契
約
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
訴
訟
理
論
を
目
覚
め
さ
せ
た
。

　

コ
モ
ン
ロ
ー
お
よ
び
大
陸
法
に
お
い
て
、
地
球
の
様
々
な
活
動
領
域
で
、
こ
の
点
に
関
す
る
研
究
の
分
量
が
増
大
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
研
究
は
、
そ
の
新
た
な
研
究
上
の
境
界
の
再
考
と
発
展
を
促
す
こ
と
を
許
容
す
る
。
こ
れ
は
、
訴
訟
法
の
理
論
的
基
礎
に
影

響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
（
な
ぜ
な
ら
交
渉
・
合
意
も
規
範
と
な
る
か
ら
）、
と
り
わ
け
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
裁
判
管
轄
お
よ
び

訴
訟
の
考
え
方
を
変
更
す
る
。
第
一
に
、
訴
訟
は
、
訴
訟
以
前
に
（
契
約
締
結
段
階
で
）
開
始
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

当
事
者
が
将
来
の
訴
訟
に
お
け
る
勝
訴
ま
た
は
敗
訴
の
可
能
性
を
計
算
す
る
場
合
、
常
に
様
々
な
変
数
を
考
慮
し
た
が
、
訴
訟
手
続

の
諸
規
則
は
不
変
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
、
訴
訟
手
続
の
諸
規
則
は
多
様
で
あ
り
、
実
体
法
上
の
側
面
と
と
も
に
交
渉
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
（
契
約
当
事
者
は
、
将
来
の
執
行
手
続
に
お
け
る
そ
の
財
産
を
保
護
す
る
規
則
を
放
棄
す
る
場
合
、
製
品
価
格
の
減
額
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
）。
訴
訟
手
続
に
関
す
る
合
意
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
実
体
法
お
よ
び
訴
訟
法
間
の
新
た
な
調
整
を
生
じ
さ
せ
る
も
の

と
な
る
。
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そ
し
て
、
訴
訟
契
約
の
影
響
力
に
関
す
る
当
該
傾
向
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟
法
典
に
お
い
て
あ
り
あ
り
と
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
新
法
典
は
、
典
型
の
訴
訟
契
約
の
数
を
増
加
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
（
期
間
の
増
減
、
鑑
定
人
の
合
意
に
よ
る
選
択
、
準
拠
法

の
選
択
に
関
す
る
合
意
が
存
在
す
る
）、
一
九
〇
条
に
お
い
て
訴
訟
上
の
合
意
に
関
す
る
一
般
条
項
（cláusula geral de 

convencionalidade processual

）
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
広
範
性
お
よ
び
一
般
性
は
世
界
の
立
法
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ

る
。
一
般
条
項
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
九
〇
条
は
、
非
典
型
の
訴
訟
契
約
の
実
務
を
許
容
す
る
（
す
な
わ
ち
、
訴
訟
当
事
者
は
、
明

文
と
し
て
法
定
さ
れ
た
契
約
の
み
に
縛
ら
れ
る
必
要
は
な
い
）。

　
「
一
九
〇
条　

自
律
的
解
決
（autocom

posição

）
を
許
容
す
る
諸
権
利
に
つ
い
て
の
訴
訟
に
関
し
て
は
、
事
案
の
特
殊
性
に
適
合
さ
せ

る
べ
く
訴
訟
手
続
に
お
け
る
諸
変
更
を
合
意
し
、
ま
た
、
訴
訟
上
の
そ
の
責
任
（ônus

）、
権
限
（poderes

）、
権
能
（faculdades

）
お
よ

び
義
務
に
つ
い
て
、
訴
訟
前
お
よ
び
訴
訟
中
に
、
合
意
す
る
こ
と
は
、
完
全
行
為
能
力
を
有
す
る
当
事
者
に
と
っ
て
適
法
で
あ
る
。

　

補
項　

職
権
ま
た
は
請
求
に
よ
り
、
裁
判
官
は
、
本
条
に
定
め
る
合
意
の
有
効
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
附
合
契
約
に
お

け
る
無
効
ま
た
は
濫
用
的
組
入
れ
の
場
合
、
ま
た
は
、
当
事
者
の
一
方
が
著
し
い
弱
者
性
の
状
況
に
あ
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
適
用
を
拒
絶

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

　

本
規
定
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
重
要
な
影
響
の
存
在
が
見
て
取
れ
る
。
一
方
で
、
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
当
該
テ
ー
マ
の
連
続
し
た
研

究
の
動
機
付
け
と
な
っ
た
、
訴
訟
契
約
（contrats de procédure
）
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
普
及

し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
大
の
参
照
先
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
有
り
余
る
ほ
ど
の
研
究
成
果
を
誇
る
の
が
、
ド
イ
ツ
で

あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
研
究
業
績
が
こ
の
点
に
関
し
て
最
も
豊
富
で
あ
る
と
認
め

て
間
違
い
な
い
と
私
は
考
え
る
。
訴
訟
費
用
、
証
拠
費
用
、
執
行
、
上
訴
に
お
け
る
費
用
に
関
す
る
訴
訟
契
約
に
つ
い
て
様
々
な
研
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究
が
存
在
す
る（

（1
（

。
そ
し
て
弁
護
士
も
ま
た
、
紛
争
に
備
え
た
将
来
の
訴
訟
を
規
律
す
る
た
め
の
訴
訟
合
意
条
項
を
様
々
な
契
約
に
組

み
込
ん
で
き
た
。

五　

反
復
事
案
の
解
決
の
た
め
の
訴
訟
手
続

　

ブ
ラ
ジ
ル
民
事
訴
訟
法
典
を
形
作
る
他
の
支
柱
と
し
て
、
反
復
事
案
の
解
決
に
係
る
制
度
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ご
存
知
の

と
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
（
訴
訟
件
数
の
多
さ
、
裁
判
所
制
度
の
複
雑
さ
と
い
う
意
味
で
）
巨
大
な
裁
判
所
制
度
を
有
し
、
一
億
以
上
の

訴
訟
が
進
行
中
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
著
し
く
多
数
の
訴
訟
を
管
理
す
る
た
め
に
、
先
例
や
訴
訟
手
続
管
理
手
法
に
加
え
て
、
様
々
な

訴
訟
に
共
通
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
括
判
決
を
許
容
す
る
い
く
つ
か
の
訴
訟
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
し
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、

ド
イ
ツ
のM

usterverfahren

や
イ
ギ
リ
ス
のtest claim

s

（group litigation

）
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
制
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
訴
訟
上
の
手
法
は
、
統
一
的
か
つ
迅
速
に
、
類
似
す
る
訴
訟
（
た
だ
し
同
一
訴
訟
で
は

な
い
）
の
共
通
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
共
通
問
題
の
み
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
控
訴
裁
判
所
（
第

二
審
）
に
お
い
て
判
決
さ
れ
る
べ
く
、
付
随
的
中
間
判
断
の
申
立
て
が
行
わ
れ
る
（
九
七
六
条
以
下
）。
当
該
テ
ー
マ
が
裁
判
所
に
よ

り
解
決
さ
れ
る
間
は
、
同
一
問
題
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
訴
訟
は
中
止
す
る
（
九
八
二
条
）。
共
通
問
題
に
関
す
る
中
間
的

判
断
の
後
、
成
立
し
た
先
例
が
、
係
属
す
る
全
て
の
訴
訟
に
適
用
さ
れ
、
無
数
の
訴
訟
の
判
決
を
制
約
す
る
。
こ
れ
ら
の
そ
の
他
の

訴
訟
を
指
揮
す
る
裁
判
官
は
、
共
通
問
題
に
つ
い
て
は
統
一
解
決
を
適
用
し
、
ま
た
、
そ
の
他
の
全
て
の
特
有
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

共
通
問
題
に
関
し
て
承
認
さ
れ
た
理
解
に
照
ら
し
判
決
す
る
（
九
八
五
条
）。

　
（
憲
法
や
連
邦
法
の
適
用
に
関
す
る
同
一
問
題
に
異
議
を
唱
え
る
）
反
復
上
訴
の
判
決
の
た
め
に
、
上
級
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
非
常

に
類
似
す
る
制
度
が
存
在
す
る
。
連
邦
裁
判
所
は
、
憲
法
問
題
に
関
し
、
ま
た
、
そ
の
他
の
上
級
裁
判
所
は
、
連
邦
法
の
諸
問
題
に
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関
し
、
共
通
問
題
を
評
価
し
判
決
す
る
た
め
に
係
属
す
る
上
訴
の
処
理
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
〇
三
六
条
以
下
）。
ど
の
主

張
が
優
先
す
べ
き
か
確
定
さ
れ
た
後
、
当
該
理
解
が
（
中
止
さ
れ
て
い
た
）
係
属
す
る
全
て
の
上
訴
に
適
用
さ
れ
、
ま
た
、
拘
束
的

先
例
と
し
て
、
将
来
の
全
て
の
事
件
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
一
〇
四
〇
条
）。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
反
復
事
案
の
解
決
の
た
め
の
付
随
的
中
間
判
断
の
申
立
て
（incidentes

）
は
、
訴
訟
の
数
を
減
少
さ
せ
、
ま

た
、
法
制
度
の
平
等
（isonom

ia

）
と
一
貫
性
（coerência

）
に
貢
献
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
批
判
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
主
た
る
批
判
は
、
同
一
の
共
通
問
題
が
争
わ
れ
る
無
数
の
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
た
る
全
て
の
個
人
が
、
一
括
解
決
の
た
め
の

訴
訟
手
続
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
別
訴
訟
に
お
け
る
よ
う
な
、
当
該
直
接

的
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
る
形
の
参
加
は
、
保
障
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

特
に
対
審
原
則
や
司
法
ア
ク
セ
ス
と
い
っ
た
訴
訟
に
お
け
る
基
本
的
保
障
に
対
す
る
、
多
数
当
事
者
訴
訟
（litigância 

m
assificada

）
の
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
低
減
す
る
た
め
、
民
事
訴
訟
法
典
は
、
討
論
（debate

）
を
奨
励
し
、
保
障
に
関
す

る
不
足
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
他
の
参
加
形
式
を
規
律
す
る
。
そ
れ
ら
の
参
加
形
式
の
中
に
は
、
ア
ミ
カ
ス
・

キ
ュ
リ
エ
（am

icus curiae

）
の
意
見
を
聴
く
可
能
性
や
公
聴
審
問
（audiências públicas

）
の
実
現
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
（
一

三
八
条
、
九
八
二
条
、
九
八
四
条（

（1
（

）。

　

こ
の
項
目
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
反
復
事
案
解
決
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、
集
団
的
保
護
に
関
す
る
大
量
の
訴

訟
上
の
手
法
に
調
和
す
る
こ
と
を
想
起
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
実
際
、
ブ
ラ
ジ
ル
訴
訟
制
度
は
、
集
団
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て

非
常
に
豊
か
で
あ
り
、
米
国
式
の
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
の
民
事
訴
訟
間
の
収
斂
が
成
功
し
た
も
う
一
つ

の
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、（
租
税
の
合
憲
性
を
争
う
た
め
の
）
租
税
法
分
野
ま
た
は
年
金
、
公
安
の
分
野
に
お
い
て
、
主
と
し

て
行
政
（A

dm
inistração Pública

）
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
請
求
に
係
る
い
く
つ
か
の
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
集
団
訴
訟
の
利
用

に
対
し
て
は
法
律
上
の
制
限
が
存
在
す
る
。
集
団
訴
訟
提
起
が
可
能
で
な
い
こ
れ
ら
の
事
案
に
お
い
て
、
反
復
事
案
解
決
の
メ
カ
ニ
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ズ
ム
は
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
る
。

六　

先
決
問
題
（questões prejudiciais

）
に
関
す
る
既
判
力
の
拡
張

　

二
〇
一
五
年
新
民
事
訴
訟
法
典
で
は
、
既
判
力
の
客
観
的
限
界
を
変
更
し
、
今
日
、
訴
訟
物
（Streitgegenstand

）
―
―
明
示
的

に
訴
え
ら
れ
た
も
の
で
、
判
決
主
文
に
お
い
て
投
影
さ
れ
る
も
の
―
―
の
み
な
ら
ず
、
判
決
の
理
由
づ
け
（fundam

entação

）
に

含
ま
れ
る
先
決
問
題
（questões prévias

）
を
も
含
む
（
五
〇
三
条
）。

　

既
判
力
は
、
今
日
、
当
事
者
が
い
わ
ゆ
る
付
随
的
確
認
訴
訟
（ação declaratória incidental

）（
旧
法
に
お
い
て
、
当
該
効
果
を
有

す
る
た
め
に
提
起
す
る
の
が
義
務
的
で
あ
っ
た
付
随
的
な
訴
え
の
こ
と
）
を
用
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
先
決
問
題
に
及
び
得
る
も

の
と
な
る
。

　

民
事
訴
訟
法
典
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
が
生
じ
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
を
定
め
て
い
る
。
ま
ず
、
先
決
問
題

（questões prévias

）
は
、
明
示
的
に
判
断
（expressam

ente decidida

）
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
言
い
換
え
れ
ば
、
判
決
の

中
に
明
示
的
な
言
及
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
五
〇
三
条
一
項
は
、
そ
の
他
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
本
案
判
決
が
先
決
問
題
の
解

決
に
依
存
す
る
こ
と
（dependência

）、
②
事
前
か
つ
実
際
の
対
審
（contraditório prévio e efetivo

）
が
存
在
す
る
こ
と
。
当
事
者

〔
特
に
被
告
〕
の
欠
席
の
場
合
に
は
先
決
問
題
へ
の
既
判
力
の
拡
張
は
行
わ
れ
な
い
、
③
当
該
問
題
が
主
た
る
問
題
と
し
て
訴
え
ら

れ
た
場
合
、
裁
判
所
が
、
当
該
問
題
を
判
決
す
る
た
め
の
事
物
お
よ
び
人
的
管
轄
を
有
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
五
〇
三
条
二
項
は
、
訴
訟
手
続
が
、
訴
訟
中
の
基
本
的
保
障
の
行
使
を
制
限
し
得
る
、
証
拠
上
の
制
限
（restrições 

probatórias

）
や
裁
判
官
に
よ
る
権
利
の
認
定
に
対
す
る
制
限
（lim

itações à cognição
）
を
有
す
る
場
合
、
先
決
問
題
（questões 
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prévias

）
へ
の
既
判
力
の
拡
張
は
適
用
さ
れ
な
い
。
要
は
、
広
範
に
先
決
問
題
を
争
う
機
会
が
存
在
し
な
い
場
合
、
既
判
力
は
成
立

せ
ず
、
別
訴
に
お
い
て
、
当
事
者
が
継
続
し
て
そ
の
問
題
を
争
う
可
能
性
を
許
容
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
法
の
発
展
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
伝
統
と
対
峙
す
る
も
の
で
あ
り
、
―
―
す
で
に
一
部
の
学
説
が
警
告
し
て

い
た
よ
う
に
―
―
、
こ
こ
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
、
お
よ
び
、
米
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
コ
モ
ン
ロ
ー
諸
国
の
よ
う
な
、
既
判
力
や
後
訴
遮
断
（preclusões

）
が
先
決
問
題
に

及
ぶ
、
諸
外
国
の
法
学
（
判
例
・
学
説
）
の
多
大
な
影
響
が
存
在
し
た（

（1
（

。

　

私
の
知
る
限
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
規
範
的
基
礎
と
し
て
、
信
義
誠
実
原
則
、「
統
一
的
解
決
」、「
蒸
返
し
防
止

（irrepetibilidade

）」
と
い
う
概
念
を
援
用
し
、
当
事
者
に
よ
り
徹
底
的
に
争
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
関
す
る
訴
訟
上
の
討
論

（debate

）
の
安
定
化
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
、
諸
外
国
で
名
高
い
新
堂
教
授
の
学
説
の
よ
う
に
、
判
決
主
文
を
超
え
た
遮
断

効
の
拡
張
を
擁
護
す
る
こ
と
を
模
索
す
る
理
論
が
存
在
す
る（

（1
（

。

　

当
該
同
一
の
方
向
性
に
お
い
て
、
先
決
問
題
に
既
判
力
を
拡
張
す
る
際
の
ブ
ラ
ジ
ル
新
法
典
の
方
向
性
は
、
当
事
者
に
対
し
て
、

同
人
ら
が
裁
判
所
に
お
い
て
あ
る
問
題
を
争
う
機
会
は
一
度
の
み
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
問
題
を
一
度
争
っ

た
場
合
、
訴
訟
上
の
基
本
的
保
障
を
減
ず
る
こ
と
な
く
、
改
め
て
同
一
議
論
（discussão

）
を
再
度
行
う
機
会
は
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
以
前
の
訴
訟
手
続
に
お
い
て
す
で
に
解
決
さ
れ
ま
た
尽
く
さ
れ
た
議
論
（discussões

）
の
反
復
を
裁
判
所
に
義
務
づ
け
る
こ

と
に
伴
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
公
金
の
不
要
な
出
費
の
削
減
が
こ
こ
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

七　

窮
迫
の
危
険
（periculum

 in m
ora

）
を
欠
く
証
拠
調
べ
の
繰
り
上
げ

　

伝
統
的
に
、
訴
訟
前
の
証
拠
調
べ
手
続
は
、
二
つ
の
基
本
的
特
徴
を
有
し
た
。
一
方
で
、
窮
迫
の
危
険
（periculum

 in m
ora

）
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す
な
わ
ち
遅
延
に
よ
り
生
じ
る
危
険
ま
た
は
証
拠
の
喪
失
も
し
く
は
無
益
化
の
リ
ス
ク
に
依
拠
し
た
、
保
全
処
分
と
し
て
理
解
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
証
人
は
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
、
鑑
定
は
、
建
造
物
が
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
実
行
不
可
能
と
な
り
得
る
。

他
方
で
、
そ
れ
ら
の
手
続
は
、
紛
争
の
解
決
が
見
込
ま
れ
る
将
来
の
確
認
訴
訟
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
紛
争
は
必
然
的
に
国

家
の
裁
判
所
で
裁
判
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
証
拠
調
べ
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
緊
急
処
分
の
効
果
が
失
わ

れ
る
。

　

必
ず
し
も
緊
急
性
な
し
に
、
そ
し
て
、
証
拠
調
べ
手
続
が
必
ず
し
も
将
来
の
確
認
訴
訟
提
起
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
し
に
、

証
拠
調
べ
に
お
け
る
正
当
な
利
益
が
存
在
す
る
こ
と
を
徐
々
に
複
数
の
制
度
が
認
め
て
き
た
。
現
在
、
証
拠
調
べ
は
、
諸
事
実
を
証

明
し
、
ま
た
、
利
害
関
係
人
に
本
案
訴
訟
に
お
け
る
勝
利
予
測
を
示
す
た
め
に
し
ば
し
ば
役
立
ち
得
る
こ
と
が
よ
り
的
確
に
理
解
さ

れ
て
い
る
。
勝
訴
お
よ
び
敗
訴
の
チ
ャ
ン
ス
に
関
す
る
当
該
理
解
は
、
当
事
者
に
訴
訟
提
起
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
の
み
な
ら
ず
、

和
解
を
締
結
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
と
も
な
る（

（1
（

。

　

ゆ
え
に
、
緊
急
性
と
は
切
り
離
さ
れ
（
す
な
わ
ち
窮
迫
の
危
険
（periculum

 in m
ora

）
に
関
係
な
く
）、
ま
た
、
将
来
の
確
認
訴
訟

に
必
ず
し
も
関
連
し
な
い
、
独
立
的
証
拠
調
べ
手
続
（procedim

entos probatórios autônom
os

）
が
ま
す
ま
す
あ
り
ふ
れ
た
も
の

に
な
り
始
め
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
、（
米
国
の
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
ー
（discovery

）
や
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

（disclosure

）
の
よ
う
に
）
コ
モ
ン
ロ
ー
の
制
度
に
お
い
て
見
ら
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ

フ
ェ
レ
（référé

）、
イ
タ
リ
ア
の
合
意
的
意
図
を
伴
う
鑑
定
、
お
よ
び
、
独
立
的
証
拠
調
べ
手
続
（selbständiges 

Bew
eisverfahren

）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る（

（2
（

。

　

こ
れ
ら
全
て
の
比
較
法
的
影
響
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
立
法
者
に
対
し
、
緊
急
性
（periculum

 in m
ora

）
の
証
明
な
し
に
、
訴
訟
前

の
証
拠
調
べ
を
許
容
す
る
こ
と
へ
と
誘
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
紛
争
解
決
の
代
替
手
段
と
し
て
証
拠
の
事
前
収
集
手
段
を
奨
励
す
る

こ
と
で
あ
る
。
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ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟
法
典
（
三
八
一
条
）
で
は
、
訴
訟
係
属
中
の
い
く
つ
か
の
事
実
の
確
認
が
不
可
能
ま
た
は
非
常
に
困
難
と

な
る
確
固
た
る
危
険
が
存
在
す
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
提
出
さ
れ
る
証
拠
が
、
自
律
的
解
決
ま
た
は
そ
の
他
の
適
切
な
紛
争
解
決
手

段
を
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
さ
ら
に
諸
事
実
の
事
前
確
認
が
訴
訟
提
起
を
正
当
化
し
ま
た
は
回
避
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
に
も
―
―
こ
こ
に
こ
そ
新
規
性
が
あ
る
―
―
、
事
前
証
拠
調
べ
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
手
法
は
ま
す
ま
す
利
用
さ
れ
、
良
い
結
果
が
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
紛
争
を
取
り
巻
く
諸
事
実
に
関
す
る
可
能
な
証
拠
を

熟
知
し
て
、
当
該
手
法
を
利
用
す
る
当
事
者
は
、
リ
ス
ク
あ
る
係
争
に
身
を
投
じ
る
前
に
、
そ
の
勝
訴
可
能
性
を
う
ま
く
評
価
す
る

し
、
ま
た
、
全
て
の
当
事
者
は
和
解
を
締
結
し
（
合
意
に
よ
り
訴
訟
を
閉
じ
る
）
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
を
上
手
に
計
算
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

八　

結　

語

　

本
講
演
の
目
的
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
訴
訟
に
関
す
る
司
法
制
度
を
指
導
す
る
い
く
つ
か
の
要
点
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

比
較
法
的
意
味
で
重
要
な
ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟
法
典
の
法
律
規
定
に
つ
い
て
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
一
覧
表
と
な
る
も
の
を
作
成

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
型
は
、（
例
え
ば
基
本
原
則
に
関
し
て
は
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
的
伝
統
を
多
く
の
側
面
で
維
持
す
る
け
れ
ど
も
、
事
件

管
理
（case m

anagem
ent

）、
拘
束
的
先
例
お
よ
び
緊
急
性
な
き
訴
訟
前
の
（ante causam

）
証
拠
調
べ
手
続
に
お
け
る
よ
う
に
、

コ
モ
ン
ロ
ー
か
ら
も
多
く
を
投
入
し
吸
収
し
た
。

　

交
渉
さ
れ
た
訴
訟
の
た
め
の
訴
訟
上
の
合
意
、
先
決
問
題
へ
の
既
判
力
の
拡
張
、
反
復
事
案
解
決
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
よ
う

に
、
い
く
つ
か
の
進
展
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
お
よ
び
大
陸
法
の
両
法
制
度
に
存
在
す
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
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て
、
勢
い
あ
る
学
術
活
動
と
、
実
務
家
弁
護
士
ら
の
ほ
ぼ
即
時
の
取
り
入
れ
に
伴
い
、
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
本
講
演
の
最
初
で
述
べ
た
こ
と
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
制
度
は
、
裁
判
所
制

度
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
人
々
の
個
別
的
お
よ
び
集
団
的
権
利
に
対
す
る
保
護
を
保
障
す
る
た
め
、
諸
外
国
お
よ
び
様
々
な
法
系

の
諸
解
決
を
採
用
し
、
ま
た
、
固
有
制
度
の
創
設
に
お
い
て
一
歩
先
を
進
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
法
制
比
較
と
い
う
意
味
で
重

要
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

地
球
の
も
う
一
方
の
側
で
発
展
し
た
考
え
方
が
、
日
本
に
お
け
る
同
一
の
議
論
に
資
す
る
も
の
と
な
り
得
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
点
ま
た
は
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
、
私
自
身
も
日
本
の
議
論
と
諸
解
決
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
希
望

し
、
そ
の
よ
う
な
日
本
の
解
決
法
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
な
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。

（
1
）　

本
論
文
は
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
東
京
・
慶
應
義
塾
大
学
に
お
け
る
講
演
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
名
誉
あ
る

招
聘
に
対
し
て
工
藤
敏
隆
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
2
）　BA

RBO
SA

 M
O

REIRA
, José Carlos. 

“A influência do direito processual civil alem
ão em

 Portugal e no Brasil

”, 
in R

evista de Processo, vol. 56, 1989, p. 101.

（
3
）　

ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟
法
典
の
英
語
訳
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
語
訳
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
次
のacadem

ia.edu

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。https://w

w
w

.academ
ia.edu/34624319/Brazilian_Code_of_Civil_Procedure__T

ranslated_to_English

（
4
）　CA
BRA

L, A
ntonio. 

“Il principio del contraddittorio com
e diritto d

’influenza e dovere di dibattito

”, in R
ivista di 

D
iritto Processuale, LX

, nº 2, 2005, p. 459 ss.

（
5
）　

多
元
主
義
（Pluralista

）
と
い
う
の
は
、
討
論
（debate

）
が
裁
判
官
を
含
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
裁
判
官
は
、
当
事

者
よ
り
上
位
の
ヒ
エ
ラ
レ
ル
キ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
対
話
し
協
働
す
る
当
事
者
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
一
人

で
判
決
を
下
す
の
で
は
な
く
、
相
互
主
体
性
の
環
境
の
中
に
置
か
れ
る
。
し
か
し
、
参
加
は
ま
た
包
含
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、（「
対
峙

し
て
述
べ
る
（dizer contra

）」
―contraddire

と
い
う
）
そ
の
ラ
テ
ン
語
の
流
儀
に
お
け
る
対
審
を
容
認
す
る
代
わ
り
に
、
さ
ら
に
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拡
大
し
て
そ
れ
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
訴
訟
当
事
者
の
各
表
明
に
関
し
て
方
向
的
ベ
ク
ト
ル
は
存
在
し
な
い
。

つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
参
加
が
拡
散
的
に
投
影
さ
れ
（toda participação projeta-se difusam

ente

）、
様
々
な
当
事
者
に
影
響
を
与
え

ま
た
制
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
権
利
（direito subjetivo

）
は
法
的
義
務
の
裏
返
し
で
あ
る
と
か
、
法
的
権
限

（poder jurídico

）
は
従
属
の
裏
返
し
で
あ
る
等
、
一
方
通
行
的
で
か
つ
一
組
ご
と
に
理
解
さ
れ
た
訴
訟
上
の
状
況
（situações 

processuais

）
か
ら
成
る
も
の
と
し
て
訴
訟
関
係
を
理
解
す
る
の
は
も
は
や
正
確
で
は
な
い
。
訴
訟
上
の
法
律
関
係
は
、
あ
た
か
も
一

方
当
事
者
の
行
為
が
同
程
度
か
つ
同
一
強
度
の
反
対
特
権
に
対
応
す
る
か
の
ご
と
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
。

（
6
）　M

IT
ID

IERO
, D
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M
A
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eoria do Precedente Judicial. São Paulo, 2012.

（
8
）　

そ
れ
ゆ
え
、
先
例
は
判
決
と
同
等
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
判
決
に
は
、
様
々
な
主
論
の
判
決
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レ
イ

シ
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シ
デ
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ダ
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得
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。
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す
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得
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a ed., 2018; ZA

N
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I JR., H
erm

es. O
 

valor vinculante dos precedentes. Salvador, 3
a ed., 2018.

（
10
）　

こ
の
他
、
民
事
訴
訟
法
典
で
は
、
例
え
ば
先
例
を
公
開
す
べ
き
義
務
（
九
七
九
条
）
と
い
っ
た
、
こ
れ
も
ま
た
先
例
制
度
に
関
連
す

る
裁
判
所
の
そ
の
他
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）　

こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、CA

BRA
L, A

ntonio. Convenções processuais. Salvador, 2
a ed., 2018

を
参
照
。

（
12
）　CA

BRA
L, A

ntonio; N
O

GU
EIRA

, Pedro （Coord.

）. N
egócios processuais. Salvador, 3

a ed., 2017.

（
13
）　

そ
れ
ら
の
前
提
は
、
実
体
法
（
特
に
民
法
）
と
の
関
係
で
訴
訟
法
の
学
術
的
自
治
を
肯
定
す
る
た
め
に
、
訴
訟
法
学
者
は
、
法
律
行

為
一
般
の
取
扱
い
か
ら
訴
訟
行
為
（
お
よ
び
そ
の
方
式
）
の
規
律
を
引
き
離
す
こ
と
を
模
索
し
た
と
い
う
必
然
性
に
よ
っ
て
も
強
化
さ
れ

た
。
当
該
切
り
離
し
の
帰
結
の
一
つ
が
、
訴
訟
行
為
に
お
け
る
当
事
者
意
思
の
分
析
を
排
除
す
る
（
ま
た
は
重
要
で
な
い
も
の
と
す
る
）
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と
い
う
目
的
を
有
す
る
理
論
の
発
達
で
あ
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。
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